競技別実施要項変更箇所一覧
２．軟 式 野 球　

３　チーム編成（１）監督、コーチ及び選手を含めて２０名以内とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　（１）監督、コーチ及び選手を含めて２５名以内とする。
４　試合規定　（３）特別規定として、試合開始後（延長回を含む）１時間３０分を経過すれば新し
　　いイニングに入らないものとする。

１時間３０分を経過する前に７回を終了し同点の場合は、１回のみタイゲーム
を行う。（ノーアウト、一・二塁、継続打席）それでも同点の場合は抽選により勝
負を決する。
１時間３０分を経過し、同点の場合は抽選により勝負を決する。ただし、決勝戦
は順位を共有し、得点を按分する。
　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　↓
（３）特別規定として、試合開始後（延長回を含む）１時間３０分を経過すれば新し
いイニングに入らないものとする。

１時間３０分を経過する前に７回を終了し同点の場合は、１回のみタイブレー
ク方式を行う。（ノーアウト、一塁・二塁、継続打順）それでも同点の場合は抽
選により勝敗を決する。
１時間３０分を経過し、同点の場合は抽選により勝負を決する。ただし、決勝
戦は順位を共有し、得点を按分する。
　　　　　　（４）指名打者制を採用することができる。（現行の競技者必携「指名打者の取り扱
いについて」参照）
４．卓　球　

２　競技方法　（９）正選手補欠とともに出場できなくなった場合は棄権とし、審判長へ届け出るもの
とする。
　　　　　　　　　　　↓
（９）正選手補欠とともに出場できなくなった場合は棄権とし、開会式開始前に審判長
へ届け出るものとする。
（２）使用球はＪＴＴＡ使用指定の４０ｍｍホワイト（プラスチック球）とする。

　 ※ニッタクおよびＴＳＰの選択制とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
（２）使用球はＪＴＴＡ使用指定の４０ｍｍホワイト（プラスチック球）とする。

　（ニッタクプレミアムクリーン・VICTAS・バタフライ（R40+））
５．剣　道　

３　競技方法　（１）全日本剣道連盟剣道試合・審判規則および剣道試合・審判細則による。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
（１）全日本剣道連盟剣道試合・審判規則・剣道試合・審判細則並びに新型コロナウイル
ス感染症が収束するまでの暫定的な試合・審判法による。
７．ソフトボール　

６　試合方法　　（３）試合時間は、７０分とする。７０分を過ぎて同点の場合は、抽選により勝敗

を決する。（決勝戦含む。）
　　　　　　　　  ↓
（３）試合は、７０分を超えて新しいイニングに入らない。７０分を過ぎて同点の
場合は、抽選により勝敗を決する。（決勝戦含む。）

７　その他　　　（６）参加申込書はそのまま複写印刷するので、黒字で楷書にて明確に記載して下
さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
（６）参加申込書はそのまま複写印刷するので、黒字で楷書にて明確に記載するこ
と。

８．バスケットボール　

４　競技方法　　（１）〔JBA〕2021バスケットボール競技規則による。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
（１）〔JBA〕2023バスケットボール競技規則による。
９．柔　道　

１　チーム編成　（３）メンバーは段位の低い順に出場し、補欠の補充の際も同等とする。

大将は、市・町村とも四段を可とする。
　↓
（３）メンバーは段位の低い順に出場し、補欠の補充の際も同等とする。

大将は、市・町村とも四段までを可とする
12．ウエイトリフティング　

５　得点順位　　（２）団体戦の得点者は、各階級２名以内、各団体上位６名以内の総得点により順

位を決定する。同点の場合は上位入賞者数により、尚同点の場合は順位を分け

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
（２）団体戦の得点者は、各階級２名以内、各団体上位６名以内の総得点により順

位を決定する。同点の場合は上位入賞者数により、尚同点の場合は順位を分け

る。但し、好選手１名に限り、団体戦の得点対象とすることができる。
14．ボウリング　

８　その他　　　（３）ゲーム料は参加チームの負担とする。（１チーム２０，０００円を参加申し

込みと同時に開催地実行委員会へ支払うものとする。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
（３）ゲーム料は参加チームの負担とする。（１チーム２４，０００円を参加申し

込みと同時に開催地実行委員会へ支払うものとする。）

15．ゲートボール　

４　競技方法　（１）予選のグループ分けは３～６チームとし、各グループによる２試合のリンク
（リーグ）戦を行う。リンク（リーグ）及びトーナメント方法とする。〔リン
ク戦(リーグ)の場合最初の試合は、番号の若い方が先攻とする。ただし、１回
目に先攻したチームは、２回目は後攻とする。〕
（４）コートの大きさは１５ｍ×２０ｍとする。

（５）競技の没収は、５：０とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
（１）予選のグループ分けは３～６チームとし、各グループによる２試合のリンク
（リーグ）戦を行う。リンク（リーグ）及びトーナメント方法とする。〔リン
ク戦(リーグ)の場合最初の試合は、番号の若い方が先攻とする。ただし、１回
目に先攻したチームは、２回目は後攻とする。〕参加チームが少ない場合はこの
限りではない。
（４）トーナメントの組合せは主催者があらかじめ定めリーグ戦の結果により決定
する。
※追加
５　競技の没収　（１）競技の没収は相手チームに勝ち点を与え得点は与えない。
　　　　　　　　（２）没収により前までの競技の成績はそのままとする。
　　　　　　　　（３）リーグ戦において競技の没収により負けたチームは、それまでの成績にかか
わらず、そのリーグの代表になれない。

　　　　　　　　（４）リーグ戦において競技の没収により負けたチームは、この大会において、没
収より後の競技に参加することができない。
17．サッカー　

４　競技要領　 （５）競技規則

今年度日本サッカー協会制定の「サッカー競技規則」による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
（５）競技規則

今年度（公財）日本サッカー協会「サッカー競技規則」による。

19．弓道　

４　その他　　 （１）当日の受付は８：３０から弓道場玄関で行う。

（２）本大会の矢渡しは開催される地区で行う。

（３）選手控え室については当日会場で確認すること。

↓
（１）当日の受付は９：１０から弓道場入口で行う。

（２）選手控え室については当日会場で確認すること。

（３）９：４０より監督会議を行う。

